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三

金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
関
係

内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が

可
能
な
範
囲
を
、
投
資
者
保
護
基
金
に
加
入
し
て
い
る

金
融
商
品
取
引
業
者
か
ら
金
融
商
品
取
引
業
者
全
般
に

拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
及
び
第
四
九
〇
条
関

係
）

四

信
託
業
法
の
一
部
改
正
関
係

信
託
業
の
免
許
取
消
し
等
の
際
、
内
閣
総
理
大
臣
に

よ
る
新
受
託
者
選
任
等
の
申
立
て
も
可
能
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
四
九
条
関
係
）

五

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

２

船
舶
か
ら
の
排
出
ガ
ス
の
放
出
の
規
制
（
第
四
章

の
三
関
係
）

^

窒
素
酸
化
物
又
は
硫
黄
酸
化
物
の
放
出
に
よ
る

大
気
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
試
験
等
を
行
う
た

め
に
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
放
出
規
制
の
適
用
除
外
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
九
条
の
四
、
第
一
九
条
の
九
及
び

第
一
九
条
の
二
一
関
係
）

_

硫
黄
分
濃
度
等
の
基
準
に
適
合
す
る
燃
料
油
に

つ
い
て
、
入
手
を
予
定
し
て
い
た
場
所
に
お
い
て

入
手
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
と
る
べ
き
措
置
を
講

じ
て
も
な
お
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、
硫
黄
分
濃

度
等
の
基
準
の
適
用
除
外
と
し
、
そ
の
場
合
に
は

国
土
交
通
大
臣
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
一
九
条
の
二
一
関
係
）

`

航
行
中
に
、
進
入
し
よ
う
と
す
る
海
域
に
係
る

燃
料
油
中
の
硫
黄
分
濃
度
に
関
す
る
基
準
に
適
合

さ
せ
る
た
め
、
そ
の
使
用
す
る
燃
料
油
の
変
更
を

す
る
船
舶
の
船
舶
所
有
者
は
、
燃
料
油
変
更
作
業

手
引
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
当
該
船
舶
内
に
備
え

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九

条
の
二
一
の
二
関
係
）

a

原
油
の
輸
送
の
用
に
供
す
る
タ
ン
カ
ー
の
船
舶

所
有
者
は
、
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書

を
作
成
し
、
こ
れ
を
当
該
タ
ン
カ
ー
内
に
備
え
置

き
、
又
は
掲
示
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
一
九
条
の
二
四
の
二
関
係
）

b

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
を
含
む
材
料
を
使
用
し
、

又
は
設
備
を
設
置
し
た
船
舶
の
航
行
の
禁
止
に
関

す
る
規
定
は
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
が
放
出
さ
れ

る
お
そ
れ
の
な
い
設
備
の
み
を
設
置
し
た
船
舶
に

つ
い
て
は
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

九
条
の
二
五
関
係
）

二

海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

１

窒
素
酸
化
物
の
放
出
規
制
の
経
過
措
置
と
し
て
当

該
規
制
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
る
平
成
一
二
年
一

月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
船

舶
に
設
置
さ
れ
た
原
動
機
の
一
部
を
新
た
に
適
用
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
七
条
関
係
）

２

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
規
制
の
経
過
措
置
と
し
て

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
を
含
む
材
料
を
使
用
し
、
又
は

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
一
定
の
船
舶
の
船
舶
所
有
者
は
、
当
該
設
備
の
一

覧
表
を
当
該
船
舶
内
に
備
え
置
き
、
又
は
掲
示
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
九

条
関
係
）

三

附
則

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
の
１
_

に
つ
い
て

は
平
成
二
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
一
の
１
^

に
つ
い
て
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
し
、
一
の
１
`

に
つ
い
て
は
平
成
二
四
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

６

排
出
事
業
者
に
よ
る
適
正
な
処
理
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置

^

事
業
者
が
産
業
廃
棄
物
を
保
管
す
る
場
合
の
届
出

\

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
い
産
業
廃
棄

物
を
生
ず
る
事
業
場
の
外
に
お
い
て
、
自
ら
当
該

産
業
廃
棄
物
の
保
管
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
条
第
三
項
及

び
第
一
二
条
の
二
第
三
項
関
係
）

]

非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て

\
の
保
管
を
行
っ
た
事
業
者
は
、
当
該
保
管
を
し

た
日
か
ら
一
四
日
以
内
に
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
条

第
四
項
及
び
第
一
二
条
の
二
第
四
項
関
係
）

_

建
設
工
事
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す

る
例
外

\

建
設
工
事
が
数
次
の
請
負
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
設
工
事
に
伴
い
生
ず

る
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
の
こ
の
法
律
の
適
用

は
、
元
請
業
者
を
事
業
者
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
一
条
の
三
第
一
項
関
係
）

]

建
設
工
事
に
伴
い
生
ず
る
産
業
廃
棄
物
に
つ
い

て
下
請
負
人
が
行
う
保
管
に
関
し
て
は
、
当
該
下

請
負
人
も
ま
た
事
業
者
と
み
な
し
て
、
産
業
廃
棄

物
保
管
基
準
及
び
改
善
命
令
に
係
る
規
定
を
適
用

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
の
三
第
二
項
関

係
）

◇
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
三
三
号
）（
国
土
交

通
省
）

一

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
関
係

１

船
舶
か
ら
の
油
の
排
出
の
規
制
（
第
二
章
関
係
）

^

船
舶
か
ら
排
出
さ
れ
た
油
が
滞
留
す
る
こ
と
に

よ
る
汚
染
を
特
に
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
海
域
と

し
て
政
令
で
定
め
る
海
域
に
お
い
て
は
、
重
質
油

を
ば
ら
積
み
の
貨
物
又
は
燃
料
油
と
し
て
積
載
し

た
船
舶
を
航
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
五
条
の
三
関
係
）

_

他
の
タ
ン
カ
ー
と
の
間
に
お
け
る
ば
ら
積
み
の

貨
物
油
の
積
替
え
（
以
下
「
船
舶
間
貨
物
油
積
替

え
」
と
い
う
。）を
行
う
一
定
の
タ
ン
カ
ー
の
船
舶

所
有
者
は
、
船
舶
間
貨
物
油
積
替
作
業
手
引
書
を

作
成
し
、こ
れ
を
当
該
タ
ン
カ
ー
内
に
備
え
置
き
、

又
は
掲
示
し
て
お
き
、
こ
れ
に
従
っ
て
船
舶
間
貨

物
油
積
替
え
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
八
条
の
二
関
係
）

`

日
本
国
の
内
水
、
領
海
又
は
排
他
的
経
済
水
域

に
お
い
て
船
舶
間
貨
物
油
積
替
え
を
行
う
タ
ン

カ
ー
の
船
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
海
上
保
安
庁
長

官
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
海

上
保
安
庁
長
官
は
、
船
舶
間
貨
物
油
積
替
え
に
起

因
す
る
油
の
排
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場

合
に
は
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
間

貨
物
油
積
替
え
を
行
う
時
期
又
は
海
域
の
変
更
等

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条

の
三
関
係
）

◇
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
法
律
第
三
四
号
）（
環
境
省
）

１

土
地
所
有
者
等
に
係
る
努
力
義
務
の
創
設

土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
そ
の
所
有
、
又
は

占
有
若
し
く
は
管
理
す
る
土
地
に
お
い
て
、
こ
の
法
律

の
規
定
に
違
反
し
て
処
理
さ
れ
た
廃
棄
物
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
都
道
府
県

知
事
又
は
市
町
村
長
に
通
報
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
二
項
関
係
）

２

許
可
の
欠
格
要
件
に
係
る
規
定
の
合
理
化

廃
棄
物
処
理
業
等
の
許
可
の
欠
格
要
件
に
該
当
す
る

場
合
の
う
ち
、
廃
棄
物
処
理
業
等
の
許
可
を
取
り
消
さ

れ
た
場
合
を
、
特
に
悪
質
な
違
反
を
犯
し
て
許
可
を
取

り
消
さ
れ
た
場
合
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
鎖
的

な
許
可
の
取
消
し
に
対
す
る
手
当
て
を
し
た
。（
第
七
条

第
五
項
第
四
号
ニ
、
第
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
一
四

条
の
三
の
二
第
一
項
関
係
）

３

廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
定
期
検
査

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、

一
定
期
間
ご
と
に
、
当
該
廃
棄
物
処
理
施
設
が
施
設
の

技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
都

道
府
県
知
事
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
八
条
の
二
の
二
及
び
第
一
五
条
の
二
の
二

関
係
）

４

廃
棄
物
処
理
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
確
保
す
る

た
め
の
措
置

廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
る
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ

い
て
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た

と
き
は
、
当
該
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
又
は
そ
の
承

継
人
は
、
当
該
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
廃
止
基
準
に
適

合
す
る
ま
で
維
持
管
理
を
行
う
義
務
を
有
す
る
こ
と
と

し
、
都
道
府
県
知
事
の
確
認
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、

第
八
条
の
三
等
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
廃

棄
物
処
理
施
設
の
設
置
者
等
と
み
な
す
こ
と
と
し
た
。

（
第
九
条
の
二
の
三
及
び
第
一
五
条
の
三
の
二
関
係
）

５

熱
回
収
の
機
能
を
有
す
る
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る

特
例廃

棄
物
処
理
施
設
で
あ
っ
て
熱
回
収
の
機
能
を
有
す

る
も
の
（
以
下
「
熱
回
収
施
設
」
と
い
う
。）を
設
置
し

て
い
る
者
は
、
施
設
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
及
び
申

請
者
の
能
力
に
関
す
る
基
準
に
適
合
す
る
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
九
条
の
二
の
四
第
一
項
及
び
第
一
五
条
の
三

の
三
第
一
項
関
係
）
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